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「消防団」が初動調査や本部⇌地域のパイプ役として活躍

「自治会・自主防災組織」が地域を牽引

全国から降り注いだ「支援の輪」

白
被災地

石がより大きな被災地を支援

若い力が輝いた「災害ボランティア」

　

地
震
発
生
直
後
、
地
域
の
消
防
団
員
は

い
ち
早
く
被
害
状
況
の
調
査
や
高
齢
者
な

ど
の
安
否
確
認
、
避
難
所
へ
の
誘
導
、
警

戒
な
ど
に
当
た
っ
た
。
翌
日
以
降
も
、
崩

落
危
険
の
あ
る
地
域
の
警
戒
や
崩
落
対
策

と
し
て
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り
、
対
策

本
部
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
家
も
被
害
に
遭
っ
て
い

る
。
家
族
も
い
る
。
自
分
の
家
を
後
回
し

に
し
て
「
地
域
の
た
め
に
」
と
奔
走
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
延
べ
約
２
、

０
０
０
人
に
の
ぼ
る
消
防
団
員
が
出
動
。

彼
ら
の
活
動
は
間
違
い
な
く
地
域
の
大
き

な
力
と
な
っ
た
。「
普
段
か
ら
と
も
に
活

動
し
て
い
る
」
と
い
う
安
心
が
住
民
に

と
っ
て
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
た
。

今回の地震を教訓に人と人のつながりをより大切に

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
消
防
団
と

と
も
に
地
域
を
支
え
た
の
が
、
地
元

の
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
だ
。

　

約
４
３
０
世
帯
が
加
入
す
る
沖
自

治
会
（
高た
か

野の

次つ
ぎ

雄お

会
長
）
は
、
地
震

直
後
に
役
員
が
手
分
け
し
て
各
家
庭

を
見
回
り
、
安
否
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
最
大
約
２
５
０
人
い
た
福
岡

中
学
校
の
避
難
所
で
炊
き
出
し
を

行
っ
た
ほ
か
、
避
難
所
支
援
の
た
め

に
班
を
編
制
し
常
駐
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
平
成
22
年
６
月
に

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
ば
か
り

だ
が
、
結
成
以
前
か
ら
炊
き
出
し
な

ど
の
訓
練
を
行
っ
た
り
、
炊
き
出
し

用
の
大
き
な
釜
な
ど
を
準
備
し
て
い

た
り
し
た
。
ま
さ
に
「
備
え
が
活
き

た
」
形
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
自
治
会
も
同
様
に
避

難
所
や
地
区
の
住
民
た
ち
を
支
え

た
。
間
違
い
な
く
地
域
の
力
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
避
難
所
と
な
っ
た
各

地
区
公
民
館
や
各
小
中
学
校
の
職

員
・
先
生
た
ち
も
、
誰
に
お
願
い
さ

れ
る
で
も
な
く
支
援
に
当
た
っ
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
「
地
域
の

た
め
に
」
と
尽
く
し
た
。
地
域
に
は

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
が
住
ん
で
い

る
。あ
る
農
家
の
方
は
米
を
準
備
し
、

あ
る
建
設
業
の
方
は
自
家
用
の
発
電

機
を
避
難
所
に
提
供
し
た
。
こ
れ
が

「
地
域
の
底
力
」
だ
っ
た
。

　自主防災会を発足して１年余りですがよく
やった方だと思います。地域の誰がどういう
設備を持っているかが普段の付き合いで分
かっている。それを最大限利用させてもらい
ました。ただ、各避難所に発電機と燃料は必
要だと感じました。
　また、組織的な役割を作っていても、全員
が白石にいるとは限らない。役員任せではな
く地域の住民みんなが同じ意識の中で動ける
ようにしていくことが必要です。そのために
も、常日ごろの隣近所同士の付き合い、人と
人のつながりが一番重要になってきます。そ

して、一人一人が準備をしておくことです。
　今後、高齢者の方々の管理や防災マップを
整備していくつもりですが、問題になるのが
個人情報保護の壁。過剰すぎるといざという
とき手遅れになる場合もあるので、災害時の
ための対応を検討する必要があります。
　津波はなくても、山崩れや七ヶ宿ダムの決
壊、噴火の可能性はゼロではありません。シ
ミュレーションしておくことも大切です。
　今回の地震を教訓に地域がよりつながって
いければと思います。ぜひ反省会を開いて今
後に生かしていきたいと思います。

「市内商店街・直売所」が活躍

　

震
災
直
後
か
ら
、
白
石
市
に
は
市
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
支
援
が
届
い
て
い

る
。
企
業
や
個
人
、
自
治
体
か
ら
「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
す
べ
て
の
面
で
支

援
を
得
た
。
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
北
海
道

登
別
市
や
神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら
は

毎
日
の
よ
う
に
物
資
が
届
い
た
。
友
好

都
市
を
結
ぶ
北
海
道
札
幌
市
白
石
区
か

ら
は
寄
付
金
や
小
学
生
が
書
い
た
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

　

遠
く
は
福
岡
県
や
長
崎
県
、
熊
本
県

の
自
治
体
か
ら
も
下
水
道
復
旧
の
応
援

隊
が
白
石
を
訪
れ
た
。
白
石
戦
国
武
将

隊
「
奥
州
片
倉
組
」
の
皆
さ
ん
は
、
東

京
都
の
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
で
募
金

活
動
を
行
っ
て
く
れ
た
。

　

白
石
に
限
ら
ず
日
本
全
国
が
、
お
金

に
代
え
ら
れ
な
い
「
人
の
温
か
さ
」
に

包
ま
れ
た
。

　

３
月
18
日
、
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
全
国
か
ら
訪
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
応
す
る
た
め
、「
白
石
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、

が
れ
き
の
片
付
け
や
倒
壊
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
理
、
災
害
で
出
た

ご
み
な
ど
の
整
理
、
室
内
外
の
整
理
・
清
掃
な
ど
の
作
業
に

当
た
っ
た
。
登
録
者
数
は
２
９
０
人
。
そ
の
お
よ
そ
９
割
が

高
校
生
や
大
学
生
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
少
し
で
も
役
に
立

ち
た
い
」と
い
う
思
い
を
行
動
で
示
し
た
。こ
の
動
き
は
き
っ

と
、
白
石
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　ライフラインが完全に復旧しない中、より被害が大きい自治体へ
の支援に動いた。（財）白石青年会議所の皆さんが、全国の青年会議所
から集まった支援物資を山元町や亘理町の避難所などへ数日にわ
たって運んだ。福島県南相馬市から原発事故のために避難した方々
には、少しでも元気になっても
らおうと奥州白石温麺協同組合
から白石温麺が提供された。
　非常事態に生まれた「絆」は、
きっと一生のつながりとなって
いくに違いない。 　食糧不足という非常事態で活躍した

のが、市内の商店街や直売所などの小
規模商店だ。品数こそ震災前よりも少
ないものの、独自の流通を生かし懸命
に店を開けた。スーパーやコンビニな
ども建物が被害に遭っている中、駐車
場などを利用して食料や生活用品を販
売した。「少しでも皆さんのもとへ提供
したい」という思いが、店を開ける原
動力となった。

沖自治会長

　高
たか

野
の

　次
つぎ

雄
お

さん

柴
しば

田
た

　しず香
か

さん 吉
よし

田
だ

　翔
しょう

一
いち

さん

　同じ白石でも地域によって被
害が違うと感じました。地震後、
高齢者だけでは片付けなどはで
きない。少しでも役に立って良
かったと思います。

　学校が休みとなり友達もやり
始めたと聞き、自分の家も落ち
着いたので友達を誘って応募し
ました。少しでも人のためにで
きて良かったと思います。

東北学院大学４年 白石工業高等学校３年

１_南三陸町に物資を搬送　２_白石青年会議所の皆さんが山元町を支援　
３_福島県南相馬市からの避難者に白石温麺を提供（やまぶき亭）

１_避難所で会議する沖自治会の皆さん　２_炊き出しを行う大鷹沢地区の皆さん　３_地域の結束の強さを感じた
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▲城下広場で野菜などを販売したバーバ工
くらぶ

愛市
いち

１
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